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以上は，第 1 章および第 2 章で展開された理論の骨組みであるが，乙れをもとにして，第 3 章以下では
肉づけが試みられている。
第 3 章では，あらたに外国貿易の荏在を考慮にいれ，それが資本蓄積径路にどのような影響を与えるか













えば， Towards a Dynamic Economics におけるハロッドの国際投資の取扱いがそうである。筆者のこ








( 1 ) 本論文では，需要要因は完全に無視されている。本論文は，労働および資本の完全利用を維持す
るためには，それらの生産要素は各生産部門にどのように配分されるべきかを論じているが，そのさい，
需要は，資源の再配分にともなう生産の転換に摩擦なく敏速に適応すると暗黙裡に仮定されている。










う。しかし，それらは， 1 部門モデルから 2 部門モデルへと複雑化をはかりながら，なお論旨の簡明化と
結論の明確化とを保持しようとする筆者があえて払ったところの犠牲である。一部分は筆者の若さからき
たものとはいえ，われわれはやはり筆者の勇気を賞したいと思う。
第 4 I乙本論文の特色としてあげるべきは，行論の平明きである。それは，筆者の問題把握の的確さと論
理構成力の豊かさを証明するのに十分である。
われわれは，本論文の長所と思われる点をいくつかあげた。もちろん，われわれは，本論文が完成され
たものとは決して思っていない。本論文には，改善を要すると思われる点もまたいくつかある。そのもっ
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とも主なものは，仮定をできるだけ現実に近づけて，本論文で導きだされた結論を再検討してみることで
あろう。われわれは筆者の今後の努力に期待したい。
審査の結論として，われわれは，本論文は筆者に新制経済学博士の学位を授与するのに十分な価値をも
打つものであることを認める。
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